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令和7年度 北谷町一般会計・特別会計補正予算令和7年度 北谷町一般会計・特別会計補正予算
令和7年度北谷町一般会計補正予算令和7年度北谷町一般会計補正予算第3号

歳入歳出予算総額 202億3,331万円
補正予算額 6億137万円の増
主な内容：母子家庭等の支援・北谷町野球場の機能強化

令和7年度北谷町一般会計補正予算令和7年度北谷町一般会計補正予算第4号

歳入歳出予算総額 206億6,870万円
補正予算額 4億3,539万円の増
主な内容：物価高対応子育て応援手当・町内事業者への経済対策支援・北谷町ちーたん商品券

令和7年度北谷町国民健康保険特別会計補正予算令和7年度北谷町国民健康保険特別会計補正予算第2号

歳入歳出予算総額 39億2,583万円
補正予算額 4,052万円の増
主な内容：高額療養費の支出見込額の増によるもの。
               出産育児一時金の支出見込額の減によるもの。

補正予算額
6,455万円の増
補正後
4億3,775万円

補正予算額
7,084万円の増
補正後
6億6,302万円

資本的収入 資本的支出

令和7年度 北谷町下水道事業会計補正予算令和7年度 北谷町下水道事業会計補正予算第2号

02:22:46
からスタート

00:02:36
からスタート

※1万円未満は切り捨て

条例の制定・改正条例の制定・改正
北谷町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定

発案者は 議員 ・ 委員会  ・ 町長  ・ 住民 制定  ・ 改正  ・ 廃止条例の

主な内容／令和８年度から義務化される「こども誰でも通園制度」の事業を実施するにあたり、児童福祉法の規
定により設備及び運営に関する基準を条例で定める必要がある

北谷町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定

発案者は 議員 ・ 委員会  ・ 町長  ・ 住民 制定  ・ 改正  ・ 廃止条例の

主な内容／こども誰でも通園制度が創設され、令和８年度以降、子ども・子育て支援法に基づく「乳児等のため
の支援給付」として実施が義務付けられるため、運営に関する基準を条例で定める必要がある

北谷町デポアイランド周辺地区地域再生エリアマネジメント負担金条例の制定

発案者は 議員 ・ 委員会  ・ 町長  ・ 住民 制定  ・ 改正  ・ 廃止条例の

主な内容／北谷町デポアイランド周辺地区地域再生エリアマネジメント負担金制度導入に伴う条例の制定

北谷町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の全部を改正

発案者は 議員 ・ 委員会  ・ 町長  ・ 住民 制定  ・ 改正  ・ 廃止条例の

主な内容／児童福祉法等の一部を改正する法律が、一部の規定を除き令和７年１０月１日から施行され、本町が
条例で基準を定める際の基準となる厚生労働省令が改正されたため

北谷町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営
に関する基準を定める条例の全部を改正

発案者は 議員 ・ 委員会  ・ 町長  ・ 住民 制定  ・ 改正  ・ 廃止条例の

主な内容／児童福祉法等の一部を改正する法律が、一部の規定を除き令和７年１０月１日から施行され、本町が
条例で基準を定める際の基準となる内閣府令が改正されたため

北谷町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の全部を改正

発案者は 議員 ・ 委員会  ・ 町長  ・ 住民 制定  ・ 改正  ・ 廃止条例の

主な内容／児童福祉法等の一部を改正する法律が、一部の規定を除き令和７年１０月１日から施行され、本町が
条例で基準を定める際の基準となる厚生労働省令が改正されたため

北谷町下水道条例の一部を改正する条例

発案者は 議員 ・ 委員会  ・ 町長  ・ 住民 制定  ・ 改正  ・ 廃止条例の

主な内容／災害・その他非常の場合に、排水設備に係る工事の迅速化を図るため、他の公共下水道管理者の指
定を受けた者が当該工事を実施できるよう取扱いを明確にする

北谷町水道給水条例の一部を改正する条例

発案者は 議員 ・ 委員会  ・ 町長  ・ 住民 制定  ・ 改正  ・ 廃止条例の

主な内容／沖縄県企業局による水道料金の引上げが大きな費用負担となっている。現行の水道料金体系のままでは厳しい経
営状況が見込まれるため、水道事業が将来にわたり安定的な経営を継続することを目的に水道料金の改定を行う

条
例
の
制
定
・
改
正
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令和7年度 北谷町一般会計・特別会計補正予算令和7年度 北谷町一般会計・特別会計補正予算
令和7年度北谷町一般会計補正予算令和7年度北谷町一般会計補正予算第3号

歳入歳出予算総額 202億3,331万円
補正予算額 6億137万円の増
主な内容：母子家庭等の支援・北谷町野球場の機能強化

令和7年度北谷町一般会計補正予算令和7年度北谷町一般会計補正予算第4号

歳入歳出予算総額 206億6,870万円
補正予算額 4億3,539万円の増
主な内容：物価高対応子育て応援手当・町内事業者への経済対策支援・北谷町ちーたん商品券

令和7年度北谷町国民健康保険特別会計補正予算令和7年度北谷町国民健康保険特別会計補正予算第2号

歳入歳出予算総額 39億2,583万円
補正予算額 4,052万円の増
主な内容：高額療養費の支出見込額の増によるもの。
               出産育児一時金の支出見込額の減によるもの。

補正予算額
6,455万円の増
補正後
4億3,775万円

補正予算額
7,084万円の増
補正後
6億6,302万円

資本的収入 資本的支出

令和7年度 北谷町下水道事業会計補正予算令和7年度 北谷町下水道事業会計補正予算第2号

02:22:46
からスタート

00:02:36
からスタート

※1万円未満は切り捨て

条例の制定・改正条例の制定・改正
北谷町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定

発案者は 議員 ・ 委員会  ・ 町長  ・ 住民 制定  ・ 改正  ・ 廃止条例の

主な内容／令和８年度から義務化される「こども誰でも通園制度」の事業を実施するにあたり、児童福祉法の規
定により設備及び運営に関する基準を条例で定める必要がある

北谷町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定

発案者は 議員 ・ 委員会  ・ 町長  ・ 住民 制定  ・ 改正  ・ 廃止条例の

主な内容／こども誰でも通園制度が創設され、令和８年度以降、子ども・子育て支援法に基づく「乳児等のため
の支援給付」として実施が義務付けられるため、運営に関する基準を条例で定める必要がある

北谷町デポアイランド周辺地区地域再生エリアマネジメント負担金条例の制定

発案者は 議員 ・ 委員会  ・ 町長  ・ 住民 制定  ・ 改正  ・ 廃止条例の

主な内容／北谷町デポアイランド周辺地区地域再生エリアマネジメント負担金制度導入に伴う条例の制定

北谷町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の全部を改正

発案者は 議員 ・ 委員会  ・ 町長  ・ 住民 制定  ・ 改正  ・ 廃止条例の

主な内容／児童福祉法等の一部を改正する法律が、一部の規定を除き令和７年１０月１日から施行され、本町が
条例で基準を定める際の基準となる厚生労働省令が改正されたため

北谷町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営
に関する基準を定める条例の全部を改正

発案者は 議員 ・ 委員会  ・ 町長  ・ 住民 制定  ・ 改正  ・ 廃止条例の

主な内容／児童福祉法等の一部を改正する法律が、一部の規定を除き令和７年１０月１日から施行され、本町が
条例で基準を定める際の基準となる内閣府令が改正されたため

北谷町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の全部を改正

発案者は 議員 ・ 委員会  ・ 町長  ・ 住民 制定  ・ 改正  ・ 廃止条例の

主な内容／児童福祉法等の一部を改正する法律が、一部の規定を除き令和７年１０月１日から施行され、本町が
条例で基準を定める際の基準となる厚生労働省令が改正されたため

北谷町下水道条例の一部を改正する条例

発案者は 議員 ・ 委員会  ・ 町長  ・ 住民 制定  ・ 改正  ・ 廃止条例の

主な内容／災害・その他非常の場合に、排水設備に係る工事の迅速化を図るため、他の公共下水道管理者の指
定を受けた者が当該工事を実施できるよう取扱いを明確にする

北谷町水道給水条例の一部を改正する条例

発案者は 議員 ・ 委員会  ・ 町長  ・ 住民 制定  ・ 改正  ・ 廃止条例の

主な内容／沖縄県企業局による水道料金の引上げが大きな費用負担となっている。現行の水道料金体系のままでは厳しい経
営状況が見込まれるため、水道事業が将来にわたり安定的な経営を継続することを目的に水道料金の改定を行う

物
価
高
対
策

ちゃたん町議会だより No.122 2026（令和8）年2月発行 2



抗議決議・意見書抗議決議・意見書

要請行動要請行動

日　　時

要請内容

■要請行動（沖縄防衛局・外務省沖縄事務所）

12月12日に本町美浜の町道において、在沖海兵隊軍属が基準値約5倍の酒気を帯びた状態で
車を運転したとして、道路交通法違反の容疑で現行犯逮捕された。本議会は関係機関に対し、
厳重に抗議をする。

住宅が密集する基地周辺での危険性を指摘し、沖縄県や基地周辺自治体
の強い中止要請を受け平成8年のＳＡＣＯ(日米特別行動委員会)の最終報
告において、伊江島補助飛行場での実施が合意されているが例外を盾に
嘉手納基地での訓練が繰り返されている。11月に横田基地で行われた訓
練では民家に降下及び児童館に部品が落下する事件が発生しており嘉手
納基地でも重大事故に繋がりかねない。本町議会は関係機関に対し厳重
に抗議する。

12月19日に北谷1丁目所在の店舗先路上で、全裸で徘徊した米海軍兵が公然わいせつ容
疑で現行犯逮捕される事件が発生。本町議会は関係機関に対し厳重に抗議する。

12月20日に北谷町宮城の集合住宅で被害者との性的類似行為中の姿態を撮影し
たとして米海軍兵が現行犯逮捕される事件が発生。本町議会は関係機関に対し厳
重に抗議する。

SACO（日米特別行動委員会）
とは沖縄に所在する米
軍施設・区域に関する諸
課題を協議するために、
1995年に設置。

ＳＡＣＯ
(日米特別行動委員会)

在沖米海兵隊による

建造物侵入事件に
対する意見書

在沖米海兵隊による窃盗事件に対する抗議決議

賛成多数で

賛成
反対×

17名
1名

賛成多数で

賛成
反対×

15名
3名

賛成多数で

賛成
反対×

17名
1名

賛成多数で

賛成
反対×

17名
1名

全会一致で
全会一致で

米海軍兵による性的姿態等撮影事件に対する抗議決議・意見書

米海軍兵による公然わいせつ事件に対する抗議決議・意見書

常態化している米軍嘉手納基地内での
パラシュート降下訓練に対する抗議決議・意見書

在沖海兵隊軍属による道路交通法違反事件に対する抗議決議・意見書

抗
議
決
議・意
見
書・要
請
行
動
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契約の変更

財産の取得財産の取得

変更増額 ：１，０７２万円
変更後契約額 ：６，０２２万円
相手方 ：有限会社當山設備興業

宮城１号・２号線
冠水対策工事
宮城１号・２号線
冠水対策工事

変更増額 ： ３７０万円
変更後契約額 ：５，１３３万円
相手方 ：旭建設株式会社

浜川漁港西・
北側岸壁附属物取換工事
浜川漁港西・
北側岸壁附属物取換工事

変更増額 ： ４８１万円
変更後契約額 ：１億２，５７９万円
相手方 ：旭建設株式会社

安良波公園園路整備工事安良波公園園路整備工事

変更増額 ： ５５２万円
変更後契約額 ： ８，５２７万円
相手方 ：旭建設株式会社

浜川漁港水産物加工・
販売施設外構整備工事
浜川漁港水産物加工・
販売施設外構整備工事

塵芥収集車両
（資源ごみ収集車）
予定価格 ： ５９４万円
相手方 ：沖縄日野自動車株式会社

北谷町立学校給食センター
配送車両
予定価格 ： ２，６８１万円
相手方 ：いすゞ 自動車九州株式会社沖縄支社

※1万円未満は切り捨て

契
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更
・
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会 中 の 議 会 活 動閉

日　　時

場　　所

内　　容

■町商工会建設部会との意見交換会

日　　時

場　　所

内　　容

■議員報酬・議員定数に関する自治会長連絡協議会との
　意見交換会

日　　時

内　　容

■町長への報酬審議会設置要請

日　　時

場　　所

内　　容

■町村議会広報研修会

令和７年11月17日（月）
北谷商工会ホール
読谷村立図書館を事例にしたPFI勉強会

令和７年12月１日（月）
北谷町役場４階　全体協議会室
全国町村議会議長会が推奨する算出方式によって算定した議員
報酬額について

令和７年12月９日（火）

令和８年１月28日（水）
沖縄県市町村自治会館
町村議会広報実務担当者（議員及び事務局職員）を対象とした研修を
実施、議会広報の発展に資する。

指定管理者の指定 ～町民にとってより素敵なサービスになりますように～ 決
可
決
可

北谷町商工業研修等施設

北谷町商工会　会長　米須　義明
令和８年４月１日～令和11年３月31日

公募によらない指定

屋外運動場

栄口、上勢頭、北前
令和８年４月１日～令和13年３月31日
※公民館に隣接する屋外運動場

公募によらない指定

学習等供用施設

桃原、栄口、謝苅、北玉、宇地原、北前、美浜、
宮城、砂辺、桑江、上勢頭

令和８年４月１日～令和13年３月31日
※学習等供用施設とは各公民館

公募によらない指定

屋外運動場

学習等供用施設（公民館）

一社）化学物質過敏症・対策情報センター　代表理事　上岡  みやえ及び他１名

令和８年度社会福祉施策及び予算の充実について

戦後８０年の節目に沖縄の基地負担軽減のための法整備を求める意見書

陳情陳情

意見書意見書

陳情&意見書陳情&意見書

沖縄県社会福祉施策・予算対策協議会　会長　湧川  昌秀

１、 沖縄県民の民意と地域の安全を尊重しながら、基地の整理・縮小を体系的に
 進める「沖縄基地縮小促進法（仮称）」を国会で制定すること。
２、上記の法に基づく取り組みにおいては、地方自治の本旨に則り、住民の安全と平和的な生
活環境、環境保全に十分配慮しつつ、国の責任で計画的に実施すること。

仲宗根由美議員　高安克成議員

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　他３名

提 出 者

陳情者

宛　　先

要請事項

全会一致で全会一致で

全会一致で全会一致で

「義務教育費国庫負担堅持及び２分の１復元」のための意見書採択を求める陳情

沖縄県教職員組合中頭支部　執行委員長　奥間  由紀子陳情者

賛成多数で

賛成
反対×

15名
3名

北谷町における化学物質過敏症の周知と適切な対応に関する陳情

陳情者

陳情・意見書

「健康管理室」設置、並びに給特法施行に伴う業務量管理
措置、並びに健康確保措置計画策定を求める陳情

教育事務所ごとに健康
管理室の設置を求める
意見書

全会一致で全会一致で
賛成多数で

賛成
反対×

15名
3名陳情

沖縄県教職員組合中頭支部執行委員長　奥間  由紀子
陳情者

意見書

最高裁判所判決に基づく生活保護行政の改善と対応を国
に求める陳情書

最高裁判所判決に基づ
く生活保護行政の改善
と対応を求める意見書

基地があることで、まちづくりが難しい事や基地が
あるゆえの事件事故等の問題も生じている。また、
日米間での取り決めがどの様に履行されていくのか
曖昧で、法整備が必要である。まずは本町から声を
上げ、当事者の沖縄県も共に具体的な中身について
作り上げていきたい。

SACO合意以降、嘉手納以南の基地の返還は進んでお
り、敢えて法整備をするというのは、慎重にならざる
を得ない。法の縛りの中で交付金や国庫負担等を扱う
となると、これまでの柔軟な要請がかなり難しくな
る。県議会でも取り上げられておらず、本町がリード
するのは筋が違う。

全会一致で全会一致で

賛成多数で

賛成
反対×

12名
4名

退席 2名

陳情

沖縄県生活と健康を守る会連合会　会長　仲西  常雄
陳情者

意見書

03：59：04
からスタート
03：59：04
からスタート

賛成討論　高安 克成議員 反対討論　阿波根 弘議員

指
定
管
理
者
の
指
定
・
閉
会
中
の
議
会
活
動
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会 中 の 議 会 活 動閉

日　　時

場　　所

内　　容

■町商工会建設部会との意見交換会

日　　時

場　　所

内　　容

■議員報酬・議員定数に関する自治会長連絡協議会との
　意見交換会

日　　時

内　　容

■町長への報酬審議会設置要請

日　　時

場　　所

内　　容

■町村議会広報研修会

令和７年11月17日（月）
北谷商工会ホール
読谷村立図書館を事例にしたPFI勉強会

令和７年12月１日（月）
北谷町役場４階　全体協議会室
全国町村議会議長会が推奨する算出方式によって算定した議員
報酬額について

令和７年12月９日（火）

令和８年１月28日（水）
沖縄県市町村自治会館
町村議会広報実務担当者（議員及び事務局職員）を対象とした研修を
実施、議会広報の発展に資する。

指定管理者の指定 ～町民にとってより素敵なサービスになりますように～ 決
可
決
可

北谷町商工業研修等施設

北谷町商工会　会長　米須　義明
令和８年４月１日～令和11年３月31日

公募によらない指定

屋外運動場

栄口、上勢頭、北前
令和８年４月１日～令和13年３月31日
※公民館に隣接する屋外運動場

公募によらない指定

学習等供用施設

桃原、栄口、謝苅、北玉、宇地原、北前、美浜、
宮城、砂辺、桑江、上勢頭

令和８年４月１日～令和13年３月31日
※学習等供用施設とは各公民館

公募によらない指定

屋外運動場

学習等供用施設（公民館）

一社）化学物質過敏症・対策情報センター　代表理事　上岡  みやえ及び他１名

令和８年度社会福祉施策及び予算の充実について

戦後８０年の節目に沖縄の基地負担軽減のための法整備を求める意見書

陳情陳情

意見書意見書

陳情&意見書陳情&意見書

沖縄県社会福祉施策・予算対策協議会　会長　湧川  昌秀

１、 沖縄県民の民意と地域の安全を尊重しながら、基地の整理・縮小を体系的に
 進める「沖縄基地縮小促進法（仮称）」を国会で制定すること。
２、上記の法に基づく取り組みにおいては、地方自治の本旨に則り、住民の安全と平和的な生
活環境、環境保全に十分配慮しつつ、国の責任で計画的に実施すること。

仲宗根由美議員　高安克成議員

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　他３名

提 出 者

陳情者

宛　　先

要請事項

全会一致で全会一致で

全会一致で全会一致で

「義務教育費国庫負担堅持及び２分の１復元」のための意見書採択を求める陳情

沖縄県教職員組合中頭支部　執行委員長　奥間  由紀子陳情者

賛成多数で

賛成
反対×

15名
3名

北谷町における化学物質過敏症の周知と適切な対応に関する陳情

陳情者

陳情・意見書

「健康管理室」設置、並びに給特法施行に伴う業務量管理
措置、並びに健康確保措置計画策定を求める陳情

教育事務所ごとに健康
管理室の設置を求める
意見書

全会一致で全会一致で
賛成多数で

賛成
反対×

15名
3名陳情

沖縄県教職員組合中頭支部執行委員長　奥間  由紀子
陳情者

意見書

最高裁判所判決に基づく生活保護行政の改善と対応を国
に求める陳情書

最高裁判所判決に基づ
く生活保護行政の改善
と対応を求める意見書

基地があることで、まちづくりが難しい事や基地が
あるゆえの事件事故等の問題も生じている。また、
日米間での取り決めがどの様に履行されていくのか
曖昧で、法整備が必要である。まずは本町から声を
上げ、当事者の沖縄県も共に具体的な中身について
作り上げていきたい。

SACO合意以降、嘉手納以南の基地の返還は進んでお
り、敢えて法整備をするというのは、慎重にならざる
を得ない。法の縛りの中で交付金や国庫負担等を扱う
となると、これまでの柔軟な要請がかなり難しくな
る。県議会でも取り上げられておらず、本町がリード
するのは筋が違う。

全会一致で全会一致で

賛成多数で

賛成
反対×

12名
4名

退席 2名

陳情

沖縄県生活と健康を守る会連合会　会長　仲西  常雄
陳情者

意見書

03：59：04
からスタート
03：59：04
からスタート

賛成討論　高安 克成議員 反対討論　阿波根 弘議員

陳
情
・
意
見
書
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閉会中の継続審査・議員派遣の件

議　案
議  

決  

結  

果

議席 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

氏
　名

仲
宗
根
由
美

新
垣  

千
秋

津
嘉
山
え
り
子

宮
里
　   

勉

奥
平  

紋
子

平
田
潤
一
郎

友
利
　   

勉

照
屋  

正
治

大
浜
ヤ
ス
子

宮
里
　   

廣

喜
友
名
朝
哲

喜
友
名
盛
充

仲
栄
真
惠
美
子

又
吉  

朋
和

與
儀
　   

誠

阿
波
根   

弘

高
安   

克
成

玉
那
覇
淑
子

仲
地   

泰
夫

砂辺地区学習等供用施設の指定管理者の指定 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

美浜地区学習等供用施設の指定管理者の指定 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

桑江地区学習等供用施設の指定管理者の指定 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

宮城地区学習等供用施設の指定管理者の指定 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 除 ◯ ◯ − ◯ ◯ ◯ ◯ 議

上勢地区学習等供用施設の指定管理者の指定 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 除 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

上勢屋外運動場の指定管理者の指定 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 除 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

栄口屋外運動場の指定管理者の指定 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

北前屋外運動場の指定管理者の指定 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

令和８年度社会福祉施策及び予算の充実について （陳情） 採択 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

「義務教育費国庫負担堅持及び２分の１復元」のための意見
書採択を求める陳情 採択 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

「健康管理室」設置、並びに給特法施行に伴う業務量管理措
置、並びに健康確保措置計画策定を求める陳情 採択 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

教育事務所ごとに健康管理室の設置を求める意見書 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

北谷町における化学物質過敏症の周知と適切な対応に関す
る陳情 不採択 議

最高裁判所判決に基づく生活保護行政の改善と対応を国に
求める陳情書 採択 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

最高裁判所判決に基づく生活保護行政の改善と対応を求め
る意見書 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

戦後80年の節目に沖縄の基地負担軽減のための法整備を求
める意見書 原案可決 ◯ 退 ◯ ◯ ◯ 退 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

在沖米海兵隊軍属による道路交通法違反事件に対する抗議
決議 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

在沖米海兵隊軍属による道路交通法違反事件に対する意見
書 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

常態化している米軍嘉手納基地内でのパラシュート降下訓
練に対する抗議決議 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

常態化している米軍嘉手納基地内でのパラシュート降下訓
練に対する意見書 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

米海軍兵による公然わいせつ事件に対する抗議決議 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

米海軍兵による公然わいせつ事件に対する意見書 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

米海軍兵による性的姿態等撮影事件に対する抗議決議 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

米海軍兵による性的姿態等撮影事件に対する意見書 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

継続審査　
「今こそ選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書」の採択について（請願）【総務財政常任委員会】
選択的夫婦別姓制度の導入に反対することを求める陳情【総務財政常任委員会】
北谷町学校保護者連絡協議会　意見書　【文教厚生常任委員会】

議員派遣の件
町村議会広報研修会　令和８年１月28日（水）
中部地区町村議会議員・事務局職員親善スポーツ大会　令和８年２月６日（金）
町村議会議員・事務局職員研修会　　　令和８年２月26日（木）

 【表示の説明】　 「〇」：賛成者 「×」：反対者 「退」：退席の意思を表明した退席者　
　 「公」：公務の欠席者 「病」：傷病の欠席者 「産」：出産の欠席者 「育」：育児の欠席者　
 「看」：看護のための欠席者 「介」：介護のための欠席者 「配」：配偶者の出産補助の欠席者 「欠」：所用の欠席者
 「除」：法律により議案の採決に加わらない者（除斥者） 「−」：議場に不在
 「議」：議長 「副」：議長に事故等があり議長の職務を行う副議長
　議長の場合、過半数議決については、議決に加わる権利 ( 表決権 ) はなく、可否同数の場合に決定する権利 （ 裁決権 ) があります。特別多数決で法定されたも
のは議長にも表決権があります。

議
決
結
果
賛
否
一
覧
表
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臨時会・定例会　議決結果賛否一覧表
第557回　北谷町議会臨時会　　【令和７年11月26日（水）】

第558回　北谷町議会定例会　　【令和７年12月16日（火）～12月25日（木）】

議　案
議  

決  

結  

果

議席 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

氏
　名

仲
宗
根
由
美

新
垣  

千
秋

津
嘉
山
え
り
子

宮
里
　   

勉

奥
平  

紋
子

平
田
潤
一
郎

友
利
　   

勉

照
屋  

正
治

大
浜
ヤ
ス
子

宮
里
　   

廣

喜
友
名
朝
哲

喜
友
名
盛
充

仲
栄
真
惠
美
子

又
吉  
朋
和

與
儀
　   

誠

阿
波
根   

弘

高
安   

克
成

玉
那
覇
淑
子

仲
地   

泰
夫

令和７年度宮城１号・２号線冠水対策工事請負契約の変更
について 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

令和７年度浜川漁港西・北側岸壁附属物取換工事請負契約
の変更について 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

在沖米海兵隊員による建造物侵入事件に対する抗議決議 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

在沖米海兵隊員による建造物侵入事件に対する意見書 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

在沖米海兵隊員による窃盗事件に対する抗議決議 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

在沖米海兵隊員による窃盗事件に対する意見書 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

常態化している米軍嘉手納基地内でのパラシュート降下訓
練に対する抗議決議 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

常態化している米軍嘉手納基地内でのパラシュート降下訓
練に対する意見書 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

北谷町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例の全部を改正する条例 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

北谷町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに
特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定め
る条例の全部を改正する条例

原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

北谷町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例の全部を改正する条例 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

北谷町下水道条例の一部を改正する条例 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

令和７年度北谷町一般会計補正予算（第３号）について 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

令和７年度北谷町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

令和７年度北谷町下水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

財産の取得（塵芥収集車両（資源ごみ収集車）） 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

令和７年度北谷町一般会計補正予算（第４号） 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

令和７年度安良波公園園路整備工事請負契約の変更 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

令和７年度浜川漁港水産物加工・販売施設外構整備工事請負
契約の変更 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

財産の取得（北谷町立学校給食センター配送車両） 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

北谷町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定
める条例の制定 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

北谷町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める
条例の制定 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

北谷町デポアイランド周辺地区地域再生エリアマネジメント
負担金条例の制定 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

北谷町水道給水条例の一部を改正する条例 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

北谷町商工業研修等施設の指定管理者の指定 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

桃原地区学習等供用施設の指定管理者の指定 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

栄口地区学習等供用施設の指定管理者の指定 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

謝苅地区学習等供用施設の指定管理者の指定 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

北玉地区学習等供用施設の指定管理者の指定 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

宇地原地区学習等供用施設の指定管理者の指定 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

北前地区学習等供用施設の指定管理者の指定 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議

議
決
結
果
賛
否
一
覧
表
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議員が聞いた！
今とこれから

一 般 質 問

小
学
校
・
中
学
校
の
草
刈
り

問 

従
来
学
校
の
草
刈
り
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

役
割
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
共

働
き
の
増
加
等
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
衰
退
に

よ
る
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
で
、
一
部
の

保
護
者
や
教
職
員
の
負
担
と
な
っ
て

い
る
。
支
援
で
き
な
い
か

答	

関
係
者
と
意
見
交
換
し
な
が
ら
検

討
す
る
。

問 

費
用
負
担
も
課
題
で
あ
る
。
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
に
依
頼
す
る
と
い
く
ら
必
要

か答	

浜
川
小
学
校
の
場
合
、
約
20
万
円

程
度
必
要
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
問
う

問 

平
成
28
年
に
制
定
さ
れ
た
子
ど
も

の
居
場
所
運
営
支
援
事
業
補
助
金
交

付
要
綱
が
現
在
機
能
し
て
い
な
い
。

当
初
の
目
的
と
効
果
は

答	

国
の
補
助
金
を
活
用
し
、
貧
困
家

庭
の
子
ど
も
の
福
祉
の
増
進
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
地
域

団
体
に
よ
る
子
ど
も
の
居
場
所
作
り

を
財
政
面
か
ら
支
援
し
、
食
の
提
供

や
学
習
支
援
等
を
通
し
て
子
ど
も
の

福
祉
の
増
進
に
寄
与
で
き
た
と
考
え

る
。

問 

子
ど
も
食
堂
等
の
居
場
所
づ
く
り

が
非
常
に
重
要
と
な
っ
て
お
り
、
活

動
す
る
方
々
の
末
端
ま
で
補
助
金
を

交
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か

答	

行
政
か
ら
の
資
金
に
依
存
す
れ

ば
、
資
金
の
減
額
や
打
ち
切
り
に
対

応
で
き
ず
、
団
体
の
存
続
が
危
う
く

な
る
懸
念
も
あ
る
。
自
立
し
た
活
動

を
す
る
団
体
は
社
会
的
信
用
も
得
や

す
く
、
新
た
な
協
力
者
や
資
金
提
供

者
を
引
き
付
け
る
も
の
で
は
な
い
か

と
考
え
、
直
接
補
助
金
は
交
付
し
て

い
な
い
。

役
場
庁
舎
１
階
喫
茶
室
へ
の

入
居
は

問 

一
般
公
募
を
行
い
喫
茶
室
を
有
効

活
用
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
今
後
の

方
向
性
は

答	

来
庁
者
の
利
便
性
等
を
基
本
方
針

と
し
つ
つ
、
賃
料
や
条
件
等
を
含
め

た
公
募
条
件
の
見
直
し
を
行
い
再
公

募
を
検
討
。

教
育
委
員
会
移
動
学
習
バ
ス

事
業
・
社
協
の
福
祉
バ
ス

問 

教
育
委
員
会
移
動
学
習
バ
ス
の
成

果
と
課
題
は

答	

令
和
２
年
度
か
ら
５
年
間
で
延
べ

人
数
２
万
４
千
２
３
９
人
の
利
用
が

あ
り
、
学
校
現
場
や
社
会
教
育
等
の

学
習
機
会
の
拡
充
に
役
割
を
果
た
し

て
き
た
。
車
両
を
購
入
し
20
年
以
上

経
過
し
て
い
る
の
で
車
両
の
更
新
を

行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
や
維
持
管
理

費
の
増
加
が
課
題
。

問 

借
用
の
対
象
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
利
用
を
断
っ
て
い
る
理
由
は

答	
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
単
位
団
は
該

当
し
て
い
な
い
。

問 

民
間
観
光
バ
ス
の
利
用
検
討
は

答	

他
市
町
村
の
運
用
実
態
、
財
政
負

担
等
の
観
点
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

ほ
か
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

⃝
�

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
に
つ
い

て

エンジン式の草刈機を導入し、保護
者や教職員の負担軽減を計ろう

子ども達がバスを利用しやすい環境整備を求
める

詳しくは動画をCheck　　

Q

A 時代の流れや教職員の負担軽減の観点からも総合的に検
討する

小中学校で使用する草刈り機について、エン
ジン式等がリースできる支援が可能か

喜喜
き  ゅ  う  なき  ゅ  う  な

友名友名  盛盛
もりもり

充充
みつみつ

  議員議員

一 

般 

質 

問
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議員が聞いた！
今とこれから

一 般 質 問

生
理
用
品
の
設
置
は

問 

令
和
７
年
６
月
定
例
会
に
役
場
や

ニ
ラ
イ
セ
ン
タ
ー
、
博
物
館
等
公
共

施
設
へ
の
生
理
用
品
の
設
置
を
求
め

た
が
そ
の
後
の
状
況
は

答	

突
発
的
な
生
理
に
対
す
る
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
利
用
者
満

足
度
を
高
め
る
施
策
と
認
識
。
導
入

に
向
け
検
討
を
し
て
い
る
。

問 

次
年
度
か
ら
設
置
し
て
い
く
の

か
、
い
つ
頃
を
予
定
し
て
い
る
か

答	

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
賄
え
な

い
か
検
討
中
。
次
年
度
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
様
々
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
の
観
点
か
ら
バ
ラ

ン
ス
が
取
れ
る
か
、
結
論
に
は
至
っ

て
い
な
い
状
況
。

キ
ャ
ン
プ
桑
江
（
キ
ャ
ン
プ
・

レ
ス
タ
ー
）
浄
水
場
を
問
う

問 

米
軍
キ
ャ
ン
プ
桑
江
内
の
浄
水
場

か
ら
基
準
値
を
上
回
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が

検
出
さ
れ
た
と
し
て
在
沖
海
兵
隊
が

県
や
本
町
に
基
地
内
へ
給
水
を
要
請

し
た
と
報
道
が
あ
っ
た
。
沖
縄
県
、

沖
縄
防
衛
局
、
米
軍
、
本
町
の
４
者

協
議
が
行
わ
れ
た
と
の
事
だ
が
、
米

軍
か
ら
の
要
請
内
容
と
協
議
内
容
は

答	

米
軍
か
ら
キ
ャ
ン
プ
桑
江
の
浄
水

場
が
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
米
国
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
本
町
か
ら
の

給
水
に
切
り
替
え
た
い
と
要
望
。
対

応
可
能
か
給
水
増
量
時
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
と
こ
ろ
一
部
の

地
域
で
給
水
に
支
障
を
き
た
す
こ
と

を
確
認
。
他
市
町
村
へ
の
影
響
も
想

定
さ
れ
、
供
給
は
困
難
と
示
さ
れ
、

米
軍
に
、
現
時
点
で
給
水
増
量
に
対

応
で
き
な
い
と
伝
え
た
。
一
方
、
本

町
で
は
以
前
か
ら
将
来
的
な
水
需
要

の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
キ
ャ
ン
プ

桑
江
側
の
高
台
に
新
た
な
配
水
池
を

整
備
す
る
計
画
が
あ
り
、
令
和
10
年

に
は
給
水
増
量
が
対
応
可
能
と
な
る

こ
と
を
４
者
協
議
で
説
明
。

問 

キ
ャ
ン
プ
桑
江
南
側
に
給
水
し
て

い
る
と
の
事
だ
が
給
水
地
域
や
取
水

地
の
土
壌
汚
染
の
状
況
、
北
谷
浄
水

場
の
取
水
源
の
嘉
手
納
基
地
に
つ
い

て
も
早
急
に
立
入
調
査
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
か

答	

汚
染
源
を
特
定
す
る
た
め
、
軍
転

協
を
通
し
て
嘉
手
納
飛
行
場
等
へ
の

立
入
調
査
を
認
め
る
よ
う
国
に
求
め

て
い
る
。
今
回
、
本
町
に
対
し
て
給

水
を
求
め
て
い
る
こ
と
か
ら
県
に
対

し
、
国
及
び
関
係
機
関
に
働
き
か
け

る
よ
う
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

問 

北
谷
浄
水
場
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ａ
の
合
計
の
濃
度
が
高
く
、
米
国

の
基
準
を
超
え
た
場
合
、
ど
う
対
応

す
る
か
提
言
す
る
よ
う
に
求
め
て
い

る
の
か

答	

沖
縄
県
企
業
局
か
ら
確
約
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
お
り
、
米

軍
も
そ
の
認
識
で
い
る
と
考
え
て
い

る
。

多
様
性
を
尊
重
す
る
社
会
の

推
進
に
つ
い
て
伺
う

問 
す
べ
て
の
人
が
自
分
ら
し
く
生
き

や
す
い
社
会
の
実
現
に
つ
い
て
取
組

と
見
解
を
伺
う

答	「
女
性
・
男
性
・
性
の
多
様
性
に

関
す
る
相
談
窓
口
」
を
設
置
。
年
に

２
回
、
特
設
相
談
窓
口
も
設
置
す
る

な
ど
、
当
事
者
や
周
り
の
方
々
を
支

援
し
て
い
る
。

ほ
か
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

⃝
�

町
道
上
桶
川
６
号
線
の
展
開
広
場

に
つ
い
て

⃝
�

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

給水地域や取水地のPFASによる土壌汚染は?

誰もが自分らしく住み慣れた地域で！

詳しくは動画をCheck　　

Q

A 助成事業の内容を検討し事業実施に向けて準備
を行っている

補聴器購入の助成金制度を導入できないか

新新
しんしん

垣垣
がきがき

  千千
ちち

秋秋
あきあき

  議員議員

一 

般 

質 

問
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物
価
高
に
よ
る
支
援
を
伺
う

問 

子
育
て
世
帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
へ

の
重
点
支
援
に
つ
い
て
、
追
加
支
援

策
を
検
討
し
て
い
る
か

答	

食
料
品
の
高
騰
に
対
す
る
特
別
加

算
が
あ
り
、
そ
の
枠
組
み
を
活
か
し
な

が
ら
町
民
や
町
内
事
業
者
へ
支
援
が

届
く
よ
う
商
品
券
事
業
等
を
検
討
。

問 

最
も
影
響
を
受
け
て
い
る
世
帯
は

答	

全
て
の
子
育
て
世
帯
が
大
き
く
影

響
を
受
け
て
い
る
と
認
識
。

問 

子
育
て
世
帯
や
ひ
と
り
親
世
帯
へ

継
続
的
に
家
計
負
担
を
軽
減
す
る
支

援
へ
の
転
換
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
追
加
の
対
策
を
検
討
で
き
な
い

か答	

児
童
手
当
の
追
加
の
増
額
分
が
１

人
あ
た
り
２
万
円
。
ま
た
、
児
童
扶

養
手
当
も
増
額
が
発
表
さ
れ
た
。
現

在
、
町
独
自
の
支
援
策
は
考
え
て
い

な
い
。

町
内
保
育
事
業
を
問
う

問 

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
懸
念

さ
れ
る
課
題
と
解
決
に
向
け
た
取
組

は

答	

就
労
要
件
を
問
わ
な
い
こ
と
か

ら
、
待
機
児
童
の
解
消
が
進
ま
な
い

中
で
需
要
だ
け
が
増
加
し
、
定
員
不

足
や
保
育
の
負
担
増
に
つ
な
が
る
懸

念
が
あ
る
。
一
時
預
か
り
事
業
と
の

役
割
分
担
を
整
理
し
つ
つ
、
利
用
時

間
や
受
入
れ
上
限
の
設
定
等
を
含

め
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
て
慎

重
に
対
応
す
る
。

問 

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
は
、
利

用
回
数
や
利
用
時
間
に
制
限
が
あ

る
。
調
整
や
公
平
性
の
確
保
、
町
内

優
先
は

答	

よ
り
多
く
の
世
帯
が
公
平
に
利
用

で
き
る
こ
と
が
重
要
。
国
の
指
針
で

も
市
町
村
の
区
域
に
居
住
す
る
も
の

が
先
行
し
て
予
約
が
で
き
る
。
町
民

が
優
先
的
に
利
用
で
き
る
仕
組
み
を

検
討
。

問 

本
事
業
の
実
施
に
伴
う
財
政
負
担

と
利
用
者
負
担
は

答	

国
庫
補
助
と
利
用
者
負
担
と
な
る

見
込
み
。
負
担
割
合
は
、
新
交
付
金

２
分
の
１
、
国
４
分
の
１
、
県
８
分

の
１
、
市
町
村
８
分
の
１
。
利
用
者

負
担
の
無
償
化
も
検
討
。

青
少
年
支
援
に
つ
い
て

問
青
少
年
支
援

セ
ン
タ
ー
の
過

去
３
年
間
の
利

用
者
数
は

答
電
話
及
び
来

所
に
よ
る
教

育
相
談
件
数

が
、
令
和
５
年

度
１
４
８
件
、

令
和
６
年
度

１
５
３
件
、
令
和
７
年
度
11
月
現
在

86
件
。
学
習
支
援
等
を
受
け
て
い
る

児
童
生
徒
数
が
、令
和
５
年
度
16
人
、

令
和
６
年
度
25
人
、
令
和
７
年
度
11

月
現
在
15
人
。

問 

青
少
年
支
援
セ
ン
タ
ー
と
教
育
委

員
会
、
福
祉
部
門
が
共
同
し
て
訪
問

支
援
を
導
入
し
拡
充
で
き
な
い
か

答	

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

が
家
庭
訪
問
を
し
た
り
心
の
教
室
相

談
員
が
訪
問
す
る
こ
と
も
可
能
。
組

織
で
不
登
校
等
の
対
応
に
当
た
っ
て

い
き
た
い
。

問 

青
少
年
支
援
セ
ン
タ
ー
で
ス
ポ
ー

ツ
や
音
楽
、
ゲ
ー
ム
や
居
場
所
カ

フ
ェ
等
、
楽
し
さ
や
居
心
地
の
よ
さ

を
入
口
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入

計
画
は

答	

℮
ス
ポ
ー
ツ
等
に
つ
い
て
、
教
育

的
効
果
や
教
育
的
課
題
を
調
査
分
析

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
セ
ン
タ
ー

の
職
員
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
。

ほ
か
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

⃝
�

若
者
・
高
齢
者
に
対
す
る
就
職
支

援
と
町
内
企
業
支
援
に
つ
い
て�

連携のとれた青少年支援を！

保護者のニーズにあった制度を望む

詳しくは動画をCheck　　

Q

A 児童手当の追加増額分が１人あたり２万円。児童扶養手
当も増額が発表された奥奥

おくおく
平平
ひらひら

  紋紋
あやあや

子子
ここ

  議員議員

子育て世帯やひとり親世帯へ継続的に家計負
担を軽減する支援は
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ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
問

う問 

茨
城
県
境
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
見
解
は

答	

民
間
と
の
共
同
出
資
に
よ
り
さ
か

い
ま
ち
づ
く
り
公
社
を
設
立
し
、
公

社
が
返
礼
品
の
製
造
・
開
発
、
物
流

を
担
う
公
民
連
携
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
構
築
し
て
お
り
、
得
ら
れ
た
収

益
を
地
域
課
題
の
解
決
に
投
資
す
る

な
ど
地
域
活
性
化
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認

識
。

問 

境
町
で
実
施
し
て
い
る
Ｐ
Ｐ
Ａ
事

業
を
取
り
入
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で

ふ
る
さ
と
納
税
を
実
施
し
て
み
て
は

ど
う
か

答	

産
業
構
造
が
異
な
り
、
そ
の
仕
組

み
を
そ
の
ま
ま
本
町
に
持
っ
て
く
る

の
は
困
難
と
考
え
て
い
る
。

砂
辺
馬
場
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
と
ビ
ー
チ
に
つ
い
て
伺

う問 

馬
場
公
園
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る

計
画
は
な
い
か

答	

全
体
的
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
予
定

は
無
い
が
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
や

フ
ェ
ン
ス
の
改
修
を
行
う
予
定
。

問 

馬
場
公
園
の
隣
を
ビ
ー
チ
と
し
て

整
備
す
る
予
定
は
な
い
か

答	

現
在
、
具
体
的
な
活
用
計
画
は
無

い
が
、
砂
辺
の
浜
を
単
独
の
施
設
と

し
て
活
用
す
る
の
で
は
な
く
、
周
辺

の
宮
城
無
願
埋
立
地
、
砂
辺
馬
場
公

園
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
な
ど
と
一
体

的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
効
果

的
な
利
活
用
が
図
ら
れ
る
と
考
え
、

管
理
し
て
い
る
沖
縄
県
中
部
土
木
事

務
所
な
ど
の
関
係
部
署
と
連
携
し
て

検
討
し
て
い
く
。

駐
車
場
整
備
に
つ
い
て

問 

砂
辺
国
有
地
に
駐
車
場
と
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
場
と
人
工
サ
ー
フ
ィ
ン
場

を
設
置
で
き
な
い
か

答	

海
域
の
自
然
に
親
し
む
マ
リ
ン
レ

ジ
ャ
ー
の
拠
点
の
形
成
を
図
り
、
周

辺
の
生
活
環
境
・
自
然
環
境
の
向
上

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
標
に
必
要
機

能
の
導
入
を
計
画
し
て
い
る
。
砂
辺

馬
場
公
園
と
の
一
体
的
利
用
が
可
能

な
施
設
配
置
方
針
、
各
種
マ
リ
ン
レ

ジ
ャ
ー
活
動
等
の
利
便
性
を
高
め
る

広
場
、
ト
イ
レ
及
び
駐
車
場
な
ど
の

設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

問 

宮
城
２
号
線
、
海
岸
側
の
無
料
駐

車
場
を
有
料
駐
車
場
に
で
き
な
い
か

答	

砂
辺
馬
場
公
園

に
隣
接
し
て
い
る

国
有
地
を
活
用
し

砂
辺
５
号
線
の
拡

幅
工
事
と
一
緒
に

整
備
で
き
る
よ
う
、

34
台
程
度
の
駐
車

場
の
整
備
事
業
を

進
め
て
い
る
。

北
谷
町
の
人
口
は

問 

本
町
の
人
口
が
３
万
人
を
達
成
で

き
な
い
理
由
を
伺
う

答	

国
全
体
で
進
む
人
口
減
少
の
潮
流

の
も
と
、
人
口
増
加
の
基
盤
で
あ
る

「
自
然
増
」
が
近
年
マ
イ
ナ
ス
に
転

じ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ほ
か
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

⃝
�

北
谷
町
の
保
育
所
の
現
状
に
つ
い

て

⃝
�

漁
業
振
興
に
つ
い
て

海と公園がひとつにひとつにつながる場所へ

使われていない国有地を地域・公共の未来資源へ

詳しくは動画をCheck　　

Q

A 納税寄付額は、令和4年度6,297万円、令和5年度1億
2,902万5,300円、令和6年度1億4,668万800円と増
加傾向で推移。過去の同月時点と比較して最高額

本町のふるさと納税の状況と推移は

喜喜
きき

友友
ゆゆ

名名
なな

  朝朝
ちょうちょう

哲哲
けいけい

  議員議員
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教
育
行
政
を
問
う

問 

防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
以
前
も
質

問
し
た
。
今
の
進
捗
状
況
は

答	

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、
非
常
に

効
果
が
あ
る
。
引
き
続
き
設
置
場
所

の
精
査
、
財
源
確
保
に
つ
い
て
調
査

研
究
す
る
。

問 

小
中
学
校
体
育
館
へ
空
調
の
導
入

が
で
き
な
い
か

答	

今
年
度
基
本
設
計
業
務
を
進
め
、

令
和
８
年
度
に
設
計
業
務
を
行
う
。

令
和
９
年
度
か
ら
実
際
に
空
調
設
備

整
備
の
工
事
に
着
手
予
定
。
小
中
学

校
全
６
校
に
設
置
予
定
。

道
路
行
政
に
つ
い
て
伺
う

問 

美
浜
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
に
右

折
矢
印
付
き
信
号
を
設
置
で
き
な
い

か答	

沖
縄
県
警
察
本
部
に
よ
る
と
「
右

折
矢
印
の
追
加
が
必
ず
し
も
交
通
渋

滞
の
解
消
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た

事
例
が
あ
り
、
慎
重
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
の
こ
と
。
引
き
続
き

沖
縄
警
察
署
及
び
沖
縄
県
警
察
本
部

と
連
携
し
対
策
を
検
討
。

問 

右
折
す
る
車
両
が
信
号
無
視
し
て

行
く
現
状
が
あ
る
。
味
自
満
の
十
字

路
か
ら
矢
印
信
号
機
を
移
設
で
き
な

い
か

答	

右
折
矢
印
信
号
機
は
交
差
点
の
構

造
や
、
右
折
レ
ー
ン
の
有
無
、
歩
行

者
信
号
と
の
連
動
等
を
前
提
に
設
計

さ
れ
て
い
る
。
他
の
交
差
点
に
移
設

す
る
と
交
通
が
損
な
わ
れ
る
恐
れ
が

あ
る
た
め
慎
重
に
検
討
。

問 

沖
縄
警
察
署
、
沖
縄
県
公
安
委
員

会
に
要
請
書
を
提
出
で
き
な
い
か

答	

沖
縄
警
察
署
に
同
交
差
点
の
車
両

及
び
歩
行
者
が
円
滑
に
通
行
で
き
る

よ
う
緩
和
対
策
と
引
き
続
き
交
通
安

全
施
策
に
力
を
入
れ
て
取
組
よ
う
要

請
し
て
い
る
。
引
き
続
き
連
携
を
図

り
安
全
対
策
を
進
め
る
。

各
地
区
公
民
館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
へ
の
切
り
替
え
は

問 

水
銀
使
用
製
品
で
あ
る
一
般
照
明

用
の
蛍
光
灯
は
２
０
２
７
年
末
ま
で

に
全
て
禁
止
に
な
る
。
各
地
区
公
民

館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
切
り
替
え
は

答	

こ
れ
ま
で
の
改
修
や
設
備
更
新
の

機
会
を
捉
え
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
更
新

工
事
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
各

公
民
館
の
照
明
設
備
の
老
築
化
や
故

障
、
利
用
実
態
及
び
予
算
状
況
を
勘

案
し
、
全
館
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
化
を
進

め
る
。

旧
北
谷
消
防
署
庁
舎
跡
地
利

用問 

旧
北
谷
消
防
署
跡
地
に
町
民
体
育

館
を
設
置
で
き
な
い
か

答	

用
地
の
確
保
、
財
源
、
維
持
管
理
、

町
民
ニ
ー
ズ
等
、
多
く
の
課
題
を
整

理
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
、
体
育

施
設
利
用
の
登
録
団
体
は
35
団
体
。

各
団
体
が
学
校
施
設
や
町
営
体
育
施

設
等
を
利
用
し
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
ん
で
い
る
状
況
。

ほ
か
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

⃝
�

北
谷
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
に
つ
い
て

⃝
�

美
浜
ア
メ
リ
カ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
エ
リ

ア
へ
の
電
子
看
板
設
置
に
つ
い
て

早期の右折矢印付き信号の設置を！

不審者の侵入に迅速に対応するため
防犯カメラの設置を！

詳しくは動画をCheck　　

Q

A 設置場所の精査や財源確保について調査研究を行う

小中学校の校門前への防犯カメラ設置の状況
は

宮宮
みやみや

里里
ざとざと

　　 廣廣
ひろしひろし

  議員議員
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漁
業
振
興
と
北
谷
漁
港
を
核

と
し
た
産
業
政
策
は

問 

直
売
・
加
工
拠
点
の
５
年
後
・
10

年
後
の
将
来
像
と
、
実
現
に
向
け
た

町
長
の
責
任
は

答	

事
業
主
体
の
北
谷
町
漁
業
協
同
組

合
に
は
、
加
工
・
販
売
施
設
の
運
営

を
通
し
た
漁
獲
物
の
消
費
喚
起
で
水

揚
げ
量
の
増
加
、
魚
価
の
価
格
安
定

及
び
漁
業
従
事
者
の
意
欲
向
上
等
の

事
業
目
標
の
達
成
に
向
け
取
り
組
ん

で
も
ら
い
、
そ
の
取
組
を
監
理
・
支

援
し
て
い
き
た
い
。

問 

今
回
の
事
業
は
不
動
産
事
業
で
は

な
い
か
。
漁
業
振
興
で
は
な
い
と
思

う
が
違
い
は

答	

加
工
販
売
施
設
の
整
備
で
漁
獲
高

が
上
が
っ
た
事
例
が
全
国
的
に
あ

る
。
そ
れ
を
参
考
に
漁
業
の
振
興
も

漁
獲
高
を
上
げ
な
が
ら
や
っ
て
い
き

た
い
。

問 

組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
説
明
が

平
成
25
年
４
月
現
在
と
書
か
れ
、
既

に
居
な
い
役
員
の
名
前
も
あ
る
。
組

合
長
の
あ
い
さ
つ
に
、
う
み
ん
ち
ゅ

ワ
ー
フ
内
の
飲
食
業
の
展
開
に
も
触

れ
て
い
る
が
、既
に
行
っ
て
い
な
い
。

新
し
い
事
業
、
情
報
発
信
が
問
わ
れ

る
と
思
う
が
、
町
は
問
題
意
識
は
あ

る
か
。
事
業
を
成
功
さ
せ
る
と
い
う

強
い
決
意
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
か

答	

組
合
と
の
話
で
よ
く
話
題
に
な
る

の
が
、
収
入
が
見
込
め
ず
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
更
新
等
に
労
力
を
注
げ
な

い
と
の
こ
と
。
事
業
を
推
進
す
る
こ

と
で
、
収
入
を
安
定
的
に
増
や
し
改

善
し
て
い
き
た
い
。
組
合
と
も
話
し

な
が
ら
組
合
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

更
新
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
。

問 

５
分
で
で
き
る
作
業
。
今
の
答
弁

で
は
困
る
。
３
億
円
の
予
算
を
投
じ

て
い
る
。
漁
獲
高
が
大
幅
に
上
が
る

に
は
、
漁
業
Ｄ
Ｘ
等
を
活
用
し
な
い

と
で
き
な
い
。
今
後
町
の
予
算
を
投

じ
る
可
能
性
と
判
断
の
タ
イ
ミ
ン
グ

は答	

現
時
点
で
は
行
わ
な
い
と
考
え
て

い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
と
民
間
連
携

を
活
用
し
た
「
稼
ぐ
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て
伺
う

問 

境
町
の
「
ま
ち
づ
く
り
大
学
院
」

に
人
材
を
送
り
育
成
で
き
な
い
か

答	

体
制
づ
く
り
、
役
割
分
担
は
参
考

に
し
た
い
。
本
町
と
似
通
っ
た
返
礼

品
を
提
供
し
て
い
る
恩
納
村
は
、
県

内
で
も
群
を
抜
い
た
実
績
。
そ
こ
も

調
査
研
究
し
た
い
。

北
谷
公
園
と
温
泉
を
活
用
し

た
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ

－

Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
つ

い
て

問 
千
葉
県
長
生
郡
睦
沢
町
「
道
の
駅

む
つ
ざ
わ
」
は
、温
泉
施
設
に
加
え
、

ド
ッ
グ
ラ
ン
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
も

可
能
な
広
い
駐
車
場
、
地
元
の
特
産

物
販
売
所
等
が
あ
り
、
健
康
増
進
拠

点
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
北
谷
公

園
も
観
光
客
、
町
民
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
向
上
に
貢
献
す
る
「
健
康
支

援
型
公
園
」
を
目
指
す
べ
き
で
は

答	

町
民
や
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
、
利
用

実
態
を
十
分
に
調
査
し
検
討
し
て
い

き
た
い
。

ほ
か
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

⃝
�

本
町
の
保
育
施
設
に
お
け
る
待
機

児
童
解
消
と
保
育
士
確
保
策
に
つ

い
て

漁業ＤＸの活用で、獲る・育成する事業の推進を！

様々な活用ができ、見ても気持ちの良い施設を望む

詳しくは動画をCheck　　

Q

A 高高
たかたか

安安
やすやす

  克克
かつかつ

成成
なりなり

  議員議員
漁業組合と話をしながらホームページ等を更新
できるようにしていきたい

漁業組合のホームページが平成25年４月現在となってい
る。情報発信が問われるが問題意識を持っているか
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物
価
高
対
策
を
問
う

問 

政
府
は
「
重
点
支
援
交
付
金
」
で

お
こ
め
券
の
配
布
を
促
す
よ
う
だ

が
、
物
価
高
対
策
事
業
計
画
は

答	

町
民
や
町
内
事
業
者
に
支
援
が
届

く
よ
う
商
品
券
事
業
等
を
検
討
し
て

い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、

生
活
困
窮
者
等
を
支
援
す
る
団
体
等

に
お
米
を
提
供
す
る
「
福
祉
の
食
応

援
事
業
」
も
併
せ
て
検
討
。

問 

商
品
券
の
配
布
方
法
は

答	

全
世
帯
に
郵
送
す
る
方
法
で
検
討

中
。

キ
ャ
ン
プ
・
レ
ス
タ
ー
へ
の

給
水
増
量
に
つ
い
て

問 

キ
ャ
ン
プ
桑
江
内
レ
ス
タ
ー
浄
水

場
の
水
質
悪
化
の
原
因
は

答	

令
和
６
年
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
検
出
結
果

し
か
公
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
原
因
は

不
明
と
な
っ
て
い
る
。

問 

基
地
内
立
ち
入
り
調
査
を
認
め
な

い
米
軍
へ
の
給
水
増
量
の
法
的
根
拠

は答	

水
道
法
15
条
の
給
水
義
務
に
お
い

て
、
水
道
事
業
者
は
正
当
な
理
由
が

な
い
限
り
給
水
を
拒
否
し
、
又
は
停

止
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

問 

米
軍
側
の
キ
ャ
ン
プ
・
レ
ス
タ
ー

内
浄
水
場
に
対
し
て
の
対
応
は

答	

確
認
で
き
て
い
な
い
。

問 

キ
ャ
ン
プ
・
レ
ス
タ
ー
内
の
浄
水

場
は
い
つ
設
置
さ
れ
、
管
理
者
は
誰

な
の
か

答	

設
置
さ
れ
た
時
期
は
把
握
し
て
い

な
い
。
管
理
は
在
沖
海
兵
隊
が
行
っ

て
い
る
。

問 

水
道
法
で
給
水
義
務
が
規
定
さ
れ

て
い
る
が
、
米
軍
基
地
に
日
本
国
の

法
律
が
適
用
さ
れ
る
の
か

答	

本
町
が
事
業
認
可
を
受
け
る
際

に
、
給
水
区
域
は
町
内
全
域
と
し
て

い
る
。

問 

10
年
程
前
か
ら
基
地
内
へ
の
立
ち

入
り
調
査
を
要
請
し
て
い
る
が
、
拒

否
す
る
報
道
が
な
さ
れ
た
。
拒
否
す

る
回
答
の
後
、
何
ら
か
の
ア
ク
シ
ョ

ン
は

答	

12
月
に
沖
縄
県
に
よ
る
米
軍
施
設

区
域
の
立
入
申
請
に
対
す
る
米
側
の

対
応
に
つ
い
て
防
衛
局
か
ら
説
明
が

あ
り
、現
在
中
身
を
精
査
し
て
い
る
。

北
谷
公
園
温
泉
施
設
等
整
備
・

管
理
運
営
は

問 

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
‒
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
を
活
用

し
た
事
業
者
の
公
募
を
進
め
て
き
た

「
ち
ゅ
ら
ー
ゆ
」
の
更
新
事
業
に
つ

い
て
、
予
定
事
業
者
候
補
が
該
当
無

し
と
な
っ
た
結
果
等
の
内
容
は

答	

１
者
か
ら
事
業
提
案
書
の
提
出
が

あ
り
、
事
業
計
画
、
応
募
者
の
財
政

状
況
、
収
支
計
画
等
の
観
点
か
ら
審

議
及
び
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
採
点

が
最
低
基
準
点
に
満
た
ず
、
該
当
者

無
し
と
な
っ
た
。

問 

今
後
の
事
業
予
定
候
補
者
選
定
は

答	

応
募
登
録
を
行
っ
た
事
業
者
へ
ヒ

ア
リ
ン
グ
等
を
予
定
し
て
お
り
、
今

後
の
事
業
を
進
め
る
重
要
な
資
料
と

し
て
活
用
す
る
。

ほ
か
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

⃝
�

不
登
校
児
童
対
応
に
つ
い
て

立ち入りを拒む米軍への給水は、
住民感情を逆撫でているものだ！

物価高への支援、一日でも
早い対応を求める

詳しくは動画をCheck　　

Q

A

物価高対策としてプレミアム付き商品券の配布
計画はあるか

商品券事業等の実施を検討
友友
ともとも

利利
りり

  勉勉
つとむつとむ

  議員議員
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東
部
地
域
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
場
設
置
を
伺
う

問 

東
部
か
ら
馬
場
公
園
ま
で
は
、
国

道
も
越
え
距
離
が
あ
る
。
子
ど
も
達

の
安
全
を
考
え
る
と
、
遠
す
ぎ
る
と

考
え
る
が
認
識
は

答	

移
動
距
離
は
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
が
、
東
部
地
域
は
騒
音
基
準
を
超

え
る
恐
れ
が
あ
り
、
東
部
地
域
で
の

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
の
設
置
は
、
ほ

ぼ
断
念
し
て
い
る
。

問 

桃
原
公
園
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
リ
ン
グ

か
ら
滑
り
台
へ
向
け
て
の
芝
生
、
ニ

ラ
イ
消
防
の
跡
地
、
桑
江
公
園
、
子

ど
も
た
ち
な
り
に
場
所
を
考
え
て
い

る
、
あ
げ
た
場
所
で
は
無
理
か

答	

住
宅
地
域
で
は
騒
音
に
関
す
る
基

準
が
、
55
デ
シ
ベ
ル
以
下
が
必
要
。

住
宅
内
に
あ
る
桃
原
公
園
及
び
桑
江

公
園
は
、
住
環
境
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

北
谷
小
学
校
運
動
場
施
設
を

問
う

問 

体
育
館
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
検
討

で
き
な
い
か

答	

令
和
９
年
度
に
は
全
て
の
小
中
学

校
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
完
了
す
る
予

定
で
、
北
谷
小
学
校
体
育
館
は
、
現

在
設
計
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
令
和

８
年
度
に
改
修
工
事
行
う
予
定
。

問 

運
動
場
の
整
備
を
検
討
で
き
な
い

か答	

過
去
に
教
頭
先
生
と
現
場
立
会

し
、
優
先
順
位
の
確
認
を
行
っ
た
経

緯
が
あ
る
。
運
動
場
の
水
捌
け
、
除

草
等
の
要
望
も
あ
る
が
、
特
に
優
先

す
べ
き
課
題
は
ハ
ブ
対
策
で
あ
る
と

の
認
識
を
共
有
し
、
現
在
、
対
策
工

事
を
実
施
。

問 

土
壌
改
良
の
必
要
も
あ
る
か
と
思

う
が

答	

運
動
場
の
改
良
は
、
大
規
模
工
事

と
な
る
こ
と
か
ら
、
教
育
委
員
会
で

予
定
し
て
い
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
や
体

育
館
空
調
事
業
、
そ
の
他
の
事
業
も

含
め
て
総
合
的
に
考
え
、
運
動
場
事

業
の
実
施
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

教
員
の
働
き
方
改
革

問 

本
町
の
小
中
学
校
の
１
週
間
当
た

り
の
労
働
時
間
は
平
均
し
て
何
時
間

か答	

43
時
間
。

問 

沖
縄
県
の
平
均
時
間
、
本
町
の
平

均
時
間
は
授
業
日
数
の
対
象
時
間
と

し
て
適
切
か

答	

学
習
指
導
要
領
に
則
っ
た
授
業
計

画
の
時
間
内
で
、
適
切
に
指
導
で
き

て
い
る
も
の
と
捉
え
て
い
る

問 
事
務
業
務
が
多
い
こ
と
に
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
る
と
教
員
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
あ
る
が
、
軽
減
す
る
た
め
の
対
策

は

答	

各
行
事
の
見
直
し
等
を
行
い
、
県

が
行
っ
て
い
る
働
き
方
改
革
と
連
動

し
な
が
ら
各
学
校
で
教
職
員
の
負
担

軽
減
に
取
組
ん
で
い
る
。

ほ
か
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

⃝
��

キ
ャ
ン
プ
・
レ
ス
タ
ー
へ
の
給
水

増
量
に
つ
い
て

⃝

セ
グ
ロ
ウ
リ
ミ
バ
エ
に
つ
い
て

安心・安全な小学校屋内外の施設整備を早急に

安全で安心して利用できる
スケートボード上の建設を

詳しくは動画をCheck　　

Q

A スケートボード利用時に発生する音が周辺に与える影
響を調査したところ、住宅地の環境基準を超える結果
となり、住宅地域への設置は難しいと判断している。

東部地域へのスケートボード場の調査、検討が
できないか

津津
つつ

嘉嘉
かか

山山
やまやま

 えり えり子子
ここ

  議員議員
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北
谷
町
の
人
口
動
態
と
住
民

生
活
は

問 

子
育
て
世
代
の
流
出
の
デ
ー
タ
は

答	

20
代
か
ら
40
代
前
半
の
令
和
６
年

度
比
較
で
55
人
の
人
口
の
増
加
が
見

受
け
ら
れ
る
。

問 

子
育
て
世
代
へ
の
家
賃
低
廉
化
事

業
を
具
体
的
に
伺
う

答	

11
月
か
ら
開
始
。
高
齢
者
、
障
が

い
者
、
ひ
と
り
親
家
庭
、
子
育
て
世

帯
等
、
住
宅
の
確
保
に
配
慮
を
要
す

る
世
帯
対
象
の
事
業
。
予
算
規
模
は

５
世
帯
分
の
補
助
事
業
と
し
て
計

上
。
上
限
毎
月
２
万
円
の
10
年
間
。

町
が
大
家
に
直
接
補
助
金
分
を
供

給
。
今
後
拡
大
し
て
い
き
た
い
。

待
機
児
童
対
策
と
保
育
士
確

保
事
業
を
問
う

問 

保
育
士
へ
直
接
行
っ
て
い
る
支
援

と
施
設
へ
の
支
援
は

答	

保
育
士
確
保
策
は
施
設
を
介
し
行

う
補
助
制
度
。
保
育
士
へ
直
接
行
う

事
業
は
な
い
が
、
県
外
保
育
人
材
の

渡
航
費
や
引
越
し
費
用
を
補
う
制
度

や
住
宅
費
の
負
担
軽
減
を
図
る
制
度

等
、
国
や
県
の
制
度
を
活
用
し
様
々

な
支
援
を
実
施
。

問 

保
育
士
へ
直
接
手
当
す
る
必
要
は

な
い
か

答	

町
内
保
育
所
勤
務
の
保
育
士
や
潜

在
保
育
士
へ
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
調
査
結
果
を
集
計
中
。
分
析
し
、

手
当
が
足
り
な
い
の
か
見
極
め
施
策

に
繋
げ
た
い
。

問 

待
機
児
童
ゼ
ロ
が
10
年
続
い
て
い

る
千
葉
県
松
戸
市
は
人
口
50
万
人
都

市
で
財
政
規
模
が
比
較
に
な
ら
な
い

と
思
う
が
、
町
民
の
福
祉
向
上
と
い

う
点
で
一
致
。
良
い
事
例
等
に
取
り

組
む
考
え
は

答	

待
機
児
童
解
消
に
成
功
し
て
い
る

自
治
体
の
多
角
的
な
取
組
や
考
え
方

等
を
参
考
に
し
た
い
。

防
災
対
策
を
問
う

問 

山
手
側
の
避
難
訓
練
、
避
難
者
受

入
れ
態
勢
が
各
自
治
会
任
せ
に
な
っ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
合
同
の
講
習
会

や
防
災
士
を
交
え
た
避
難
訓
練
、
避

難
者
受
入
れ
訓
練
等
を
検
討
す
る
必

要
が
な
い
か

答	

自
主
防
災
組
織
へ
の
補
助
金
や
防

災
士
養
成
支
援
、
防
災
講
習
会
へ
の

参
加
機
会
の
提
供
等
、
各
自
治
会
の

主
体
的
な
取
組
を
尊
重
し
支
援
し
て

き
た
。
山
手
側
地
域
を
含
む
全
て
の

行
政
区
で
、
防
災
士
や
自
主
防
災
組

織
と
連
携
し
、
避
難
訓
練
や
避
難
者

受
入
れ
体
制
の
充
実
を
図
り
地
域
の

防
災
力
向
上
の
支
援
を
進
め
る
。

特
産
品
開
発
に
つ
い
て
伺
う

問 
商
工
会
の
「
ド
ラ
ゴ
ン
ま
ん
じ
ゅ

う
」
を
特
産
品
に
し
、
観
光
産
業
、

就
労
支
援
に
繋
げ
ら
れ
な
い
か
。
ま

た
、
砂
辺
国
有
地
に
熱
帯
果
樹
を
活

用
し
た
特
産
品
づ
く
り
や
作
業
所
の

設
置
、
設
備
整
備
の
検
討
は

答	

商
工
会
へ
の
特
産
品
開
発
等
支
援

補
助
金
で
、
専
門
家
に
よ
る
味
や
意

匠
の
助
言
及
び
商
品
改
良
・
販
路
拡

大
を
支
援
。
砂
辺
国
有
地
の
施
設
整

備
等
の
支
援
は
難
し
い
が
、
民
間
事

業
者
が
自
己
負
担
で
沖
縄
防
衛
局
所

管
の
国
有
地
を
使
用
す
る
こ
と
は
許

可
条
件
の
範
囲
内
で
可
能
。
具
体
的

な
事
業
計
画
を
本
町
か
沖
縄
防
衛
局

へ
問
い
合
わ
せ
て
ほ
し
い
。

ほ
か
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

⃝

子
供
の
貧
困
対
策
事
業
に
つ
い
て

アンケートや巡回指導で保育士の声を拾い、
保育士への手当に繋げることを望む

山手側の避難者受け入れ態勢の強化を！

詳しくは動画をCheck　　

A

Q 子育て中の役場職員の町内在住と町外在住の実
態と、職員ニーズに沿った支援が十分か評価は

町内在住は全体の34.8％。町外在住は全体の65.2％調
査を実施しておらず評価は把握していない仲仲

なかなか
栄栄
ええ

真真
まま

  惠惠
ええ

美美
みみ

子子
ここ

  議員  議員  
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青
年
会
と
エ
イ
サ
ー
に
つ
い

て問 

青
年
会
は
、
地
域
の
活
力
、
本
町

の
発
展
に
も
欠
か
せ
な
い
重
要
な
役

割
。
現
状
は
様
々
な
問
題
を
抱
え
て

い
る
。
現
状
と
対
策
は

答	

青
年
連
合
会
は
会
員
数
減
少
、
物

価
高
騰
等
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
に
掛
か

る
運
営
費
増
な
ど
様
々
な
課
題
を
抱

え
て
い
る
と
認
識
。
青
年
連
合
会
補

助
事
業
費
と
し
て
、
運
営
費
補
助
、

エ
イ
サ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
補

助
、
リ
ー
ダ
ー
宿
泊
研
修
補
助
金
等

を
交
付
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
周

知
。
青
年
連
合
会
と
の
意
見
交
換
を

継
続
し
、
今
後
の
支
援
の
あ
り
方
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問 

旧
盆
の
エ
イ
サ
ー
で
仮
設
ト
イ
レ

や
ゴ
ミ
箱
の
設
置
、
違
法
駐
車
対
策

の
た
め
の
ニ
ラ
イ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

の
開
放
等
が
で
き
な
い
か

答	

旧
盆
エ
イ
サ
ー
は
地
域
の
大
切
な

行
事
。
一
方
で
深
夜
に
お
よ
ぶ
騒
音

や
迷
惑
駐
車
な
ど
課
題
も
あ
り
、
今

後
は
沖
縄
警
察
署
が
許
可
す
る
範
囲

内
で
や
る
と
確
認
し
た
上
で
、
必
要

が
あ
れ
ば
ニ
ラ
イ
セ
ン
タ
ー
の
駐
車

場
等
、
青
年
会
や
地
域
自
治
会
と
の

意
見
交
換
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い

く
。

問 

専
任
の
事
務
局
長
等
の
配
置
は

答	

配
置
に
お
け
る
予
算
措
置
は
ま
だ

検
討
し
て
い
な
い
。
今
後
も
青
年
連

合
会
と
意
見
交
換
し
て
き
た
い
。

観
光
を
主
と
す
る
地
域
の
発

展
に
伴
う
家
賃
高
騰
と
人
口

流
出
に
つ
い
て
伺
う

問 

観
光
地
と
し
て
人
気
が
高
ま
り
、

住
民
の
た
め
の
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン

シ
ョ
ン
が
収
益
性
の
高
い
民
泊
等
に

転
用
さ
れ
家
賃
が
高
騰
し
て
い
る
。

住
宅
宿
泊
事
業
法
の
日
数
制
限
や
宿

泊
管
理
体
制
等
を
決
め
、
規
律
に
反

す
る
と
罰
金
や
処
罰
す
る
等
の
検
討

は
さ
れ
て
い
る
か

答	

民
泊
・
旅
館
業
を
含
め
、
県
が
届

け
出
や
許
可
の
権
限
を
有
し
事
務
を

執
行
し
て
い
る
。
私
権
を
制
限
す
る

こ
と
に
な
る
た
め
慎
重
な
検
討
が
必

要
。

問 

人
口
流
出
を
止
め
る
た
め
、
効
果

的
な
の
は
、
法
的
な
住
宅
の
整
備
。

茨
城
県
境
町
の
国
の
地
域
有
料
賃
貸

住
宅
制
度
と
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を
組
み
合

わ
せ
た
、
住
宅
確
保
の
手
法
を
導
入

す
る
可
能
性
は

答	

境
町
の
ス
キ
ー
ム
で
本
町
の
公
営

住
宅
を
建
設
す
る
の
は
現
時
点
で
厳

し
い
。
既
存
の
ス
ト
ッ
ク
や
賃
貸
住

宅
等
を
活
用
し
、
家
賃
の
高
騰
を
抑

え
る
ソ
フ
ト
施
策
を
展
開
し
て
い

く
。
昨
年
11
月
か
ら
実
施
の
家
賃
低

廉
化
事
業
を
、
今
後
若
い
世
帯
向
け

に
も
検
討
し
て
い
く
。

ほ
か
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

⃝

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
つ
い
て

⃝

街
灯
に
つ
い
て

⃝

保
育
に
つ
い
て

⃝

学
校
に
つ
い
て

⃝
�

県
道
24
号
線
バ
イ
パ
ス
整
備
に
つ

い
て

エイサーは地域の活力
更なる支援を望む！

若年層の人口流出家賃高騰騰対策を願う

詳しくは動画をCheck　　

A

Q
急な出演依頼や予約重複で対応できない場合、運
営費補助の活用で移動支援を検討していきたい

青年会が招待されるイベントで移動バスの予
約が取れにくい状況がある。受け止めは

平平
ひらひら

田田
たた

  潤潤
じゅんじゅん

一一
いちいち

郎郎
ろうろう

  議員議員
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キ
ャ
ン
プ
レ
ス
タ
ー
浄
水
施

設
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
と
本
町

へ
の
給
水
要
請

問 

米
環
境
保
護
庁
の
新
し
い
基
準
値

と
レ
ス
タ
ー
浄
水
場
・
北
谷
浄
水
場

の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
濃
度
は

答	

米
国
環
境
保
護
庁
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
・

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
基
準
値
は
４
ｎ
ｇ
／

Ｌ
、
レ
ス
タ
ー
浄
水
場
は
概
ね
22
ｎ

ｇ
／
Ｌ
、
北
谷
浄
水
場
は
原
水
で

１
９
ｎ
ｇ
／
Ｌ
、
浄
水
で
13
ｎ
ｇ
／

Ｌ
。

問 

本
町
の
対
応
の
根
拠
は

答	

水
道
法
第
15
条
「
給
水
義
務
」
の

規
定
で
水
道
事
業
者
は
給
水
区
域
内

の
需
要
者
か
ら
給
水
申
込
み
を
受
け

た
時
は
、
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り

給
水
を
拒
否
、停
止
し
て
は
な
ら
ず
、

安
全
で
良
質
な
水
を
継
続
的
か
つ
安

全
的
に
供
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

問 

キ
ャ
ン
プ
レ
ス
タ
ー
は
海
兵
隊
が

所
有
・
管
理
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば

環
境
調
査
を
北
谷
町
・
米
軍
が
し
っ

か
り
と
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は答	

米
軍
か
ら
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
検
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
承
知
を
し
て
い
る
。

防
衛
局
を
通
し
て
、
原
因
と
対
策
を

行
っ
て
い
る
か
聞
い
た
と
こ
ろ
今
は

回
答
で
き
な
い
と
の
こ
と
。

学
校
給
食
満
足
度
調
査
に
つ

い
て
伺
う

問 

給
食
の
量
、
質
や
メ
ニ
ュ
ー
等
に

つ
い
て
生
徒
、
保
護
者
、
職
員
ら
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
実
施
し
、
実

態
把
握
に
努
め
て
ほ
し
い
と
要
望
が

あ
っ
た
が
、
所
見
は

答	

こ
れ
ま
で
、
２
年
に
１
回
、
実
施

す
る
給
食
残
量
調
査
や
栄
養
士
の
学

校
巡
回
等
に
よ
る
学
級
担
任
か
ら
の

聞
き
取
り
等
を
行
い
、
献
立
等
の
改

善
に
努
め
て
き
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
は
学
校
現
場
の
負
担
も
配
慮
し
つ

つ
、
検
討
し
た
い
。

問 

給
食
が
足
り
な
い
と
よ
く
聞
く
一

方
で
、
食
べ
残
し
も
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
現
在
の
残
量
は

答	

一
日
あ
た
り
小
・
中
学
校
合
わ
せ

て
約
１
５
０
kg
か
ら
２
０
０
kg	

。

問 

学
校
給
食
法
は
１
９
４
５
年
に
定

め
ら
れ
、
食
事
の
在
り
方
、
給
食
の

在
り
方
等
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と

思
う
。
量
が
足
り
な
い
と
言
い
つ
つ

食
べ
残
し
が
か
な
り
の
分
量
を
占
め

て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
必
要

と
思
う
が
、
計
画
を
伺
う

答	

ア
ン
ケ
ー
ト
の
時
期
、
内
容
は
栄

養
士
や
学
校
側
と
調
整
し
、
献
立
作

成
に
活
用
で
き
る
内
容
の
検
討
を
詰

め
た
い
。

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
の
意

義
は

問 

適
切
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に

は
施
設
の
建
て
替
え
、
改
修
や
運
営

に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
活
用
が
有
効
と
示
さ
れ

て
い
る
。
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
事
業

内
容
と
導
入
の
考
え
を
伺
う

答	

公
共
サ
ー
ビ
ス
や
公
共
施
設
整
備

に
、
民
間
の
資
金
、
経
済
能
力
、
技

術
的
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
に
活
用

し
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

調
達
方
法
。
施
設
の
整
備
や
更
新
時

は
、
民
間
活
力
の
導
入
の
調
査
研
究

を
行
う
。

ほ
か
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

⃝
�

水
道
管
の
老
朽
化
と
耐
震
化
耐
用

年
数
に
つ
い
て

町民が納得できる対応を！

子どもたちが満足できる給食を

キャンプレスター浄水場の水源はどこか、施
設の所有者は誰で管理権はどこにあるか

米軍に確認したところ水源は運用保全上答えられない、
所有、管理は在沖海兵隊玉玉

たまたま
那那
なな

覇覇
はは

  淑淑
ひでひで

子子
ここ

  議員議員 A
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桑
江
公
民
館
の
整
備
方
針
は

問 

唯
一
調
理
室
が
設
置
さ
れ
て
い
な

い
。
地
域
活
動
・
住
民
サ
ー
ビ
ス
へ

の
影
響
は

答	

公
民
館
講
座
や
学
推
協
の
イ
ベ

ン
ト
等
で
料
理
教
室
を
開
催
す
る
場

合
は
、
ち
ゃ
た
ん
ニ
ラ
イ
セ
ン
タ
ー

活
用
。
自
治
会
主
催
の
区
民
行
事
等

で
調
理
が
必
要
な
場
合
は
、
駐
車
場

ス
ペ
ー
ス
を
活
用
す
る
な
ど
、
地
域

の
皆
様
の
工
夫
に
よ
り
運
営
さ
れ
て

い
る
。

問 

公
民
館
で
行
わ
れ
る
子
ど
も
食

堂
・
防
災
時
の
炊
き
出
し
機
能
な
ど

に
対
応
で
き
な
い
点
は
ど
う
考
え
て

い
る
か

答	

学
習
・
交
流
・
防
災
な
ど
複
数
の

機
能
を
あ
わ
せ
持
つ
多
機
能
な
公
民

館
と
し
て
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
理

想
的
。

問 

調
理
室
未
整
備
と
な
っ
て
い
る
理

由
は
。
今
後
改
修
や
増
築
、
機
能
追

加
な
ど
の
可
能
性
を
検
討
す
る
考
え

は
あ
る
か

答	

桑
江
区
公
民
館
は
、
平
成
３
年
に

建
設
さ
れ
当
時
桑
江
区
内
に
中
央
公

民
館
が
あ
る
関
係
で
地
区
体
育
館
が

建
設
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
、
他
の
地

区
公
民
館
と
比
べ
て
体
育
施
設
と
し

て
の
機
能
が
充
実
。
町
内
の
公
民
館

全
体
の
老
朽
化
の
状
況
や
機
能
面
の

課
題
を
整
理
し
、
改
修
や
建
て
替
え

の
優
先
順
位
を
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

問 「
調
理
室
を
設
置
し
て
」
と
い
う

要
望
は
今
ま
で
な
か
っ
た
の
か

答	

直
接
公
民
館
か
ら
の
要
望
等
は
な

い
。

問 

災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
で
の
炊

き
出
し
や
非
常
時
の
食
支
援
な
ど
、

公
民
館
機
能
は
重
要
。
桑
江
体
育
館

は
３
０
０
人
程
度
収
容
で
き
る
。
防

災
と
い
う
観
点
で
設
置
で
き
な
い
か

答	

大
規
模
な
増
改
築
に
は
防
衛
８
条

交
付
金
の
補
助
が
使
え
る
可
能
性
が

あ
る
。
必
要
だ
と
合
理
的
な
判
断
が

あ
れ
ば
前
向
き
に
検
討
で
き
る
。

外
国
人
住
宅
（
軍
人
・
軍
属

へ
の
賃
貸
物
件
）
な
ど
投
資

物
件
急
増
を
問
う

問 

投
資
物
件
・
外
国
人
住
宅
の
増
加

状
況
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
把
握
し

て
い
る
の
か

答	

米
軍
人
等
の
施
設
・
区
域
外
居
住

が
地
域
社
会
へ
与
え
る
影
響
を
把
握

す
る
た
め
、
平
成
19
年
度
お
よ
び
平

成
25
年
度
の
２
回
、「
北
谷
町
に
お
け

る
在
沖
米
軍
人
等
の
施
設
・
区
域
外

居
住
等
調
査
業
務
」
を
実
施
。
平
成

25
年
度
の
調
査
時
点
で
は
、
町
全
域

に
お
け
る
外
国
人
向
け
貸
し
住
宅
は

８
５
６
棟
、
２
千
９
２
９
戸
。
前
回

調
査
（
平
成
19
年
度
）
比
で
、
棟
数

で
約
１
５
０
％
、
戸
数
で
約
１
８
０
％

増
加
。
現
在
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

防
衛
局
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
「
在
日

米
軍
人
等
の
居
住
者
数
は
、
米
側
か

ら
２
０
１
４
年
以
降
、
情
報
の
提
供

が
な
さ
れ
て
い
な
い
」と
回
答
が
あ
っ

た
。

問 
基
地
の
存
在
に
よ
る
特
別
な
負
担

（
騒
音
・
渋
滞
・
上
下
水
道
負
担
・

防
災
・
土
地
利
用
制
限
）
に
対
応
す

る
た
め
、
独
自
の
財
源
と
な
る
基
地

関
連
型
税
・
負
担
金
を
設
け
る
構
想

が
あ
る
が
見
解
は

答	

独
自
の
財
源
と
な
る
基
地
関
連
型

税
・
負
担
金
を
設
け
る
構
想
は
、
現

時
点
で
情
報
が
把
握
で
き
て
い
な
い
。

ほ
か
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

⃝

議
員
報
酬
と
定
数
に
つ
い
て

区民活動に必要な調理室の設置を！

外国人住宅の投資物件を新たな財源に
できないか

ちゃたんニライセンターや駐車場スペースを活用
するなど地域の皆様が工夫している

桑江公民館は、調理室が設置されていない地
域活動・住民サービスへの影響は

阿阿
ああ

波波
はは

根根
ごんごん

　　弘弘
ひろしひろし

  議員議員A
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般 

質 
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町
政
に
つ
い
て

問 

子
育
て
支
援
は
３
つ
の
無
償
化
を

重
点
的
に
行
わ
れ
て
い
る
一
方
、
物

価
高
騰
の
中
、
高
齢
者
へ
の
給
付
金

が
な
い
が
ど
う
考
え
て
い
る
か

答	

物
価
高
騰
に
お
い
て
は
、
全
て
の

世
帯
が
影
響
を
受
け
て
い
る
。
町
民

全
体
を
支
援
す
る
目
的
で
追
加
の
議

案
を
提
案
す
る
予
定
。

問 

多
良
間
村
で
は
自
主
財
源
で
村
民

１
人
あ
た
り
に
３
万
円
の
ク
ー
ポ
ン

券
を
配
布
す
る
と
報
道
が
あ
っ
た
。

財
政
力
指
数
が
高
い
本
町
で
も
同
様

の
対
応
は
可
能
と
思
う
が

答	

他
市
町
村
と
比
較
す
る
の
は
難
し

い
が
、
本
町
の
高
齢
者
や
自
治
会
へ

は
県
内
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

問 

戦
後
80
年
、
町
制
施
行
45
周
年
の

記
念
事
業
は
計
画
通
り
に
実
施
で
き

た
の
か

答	

戦
後
80
年
の
今
年
度
は
、
例
年
実

施
し
て
い
る
事
業
に
加
え
、
慰
霊
の

日
に
糸
満
市
で
行
わ
れ
る
平
和
祈
願

慰
霊
、
沖
縄
県
全
戦
没
者
追
悼
式
に

町
遺
族
会
と
と
も
に
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ

ン
ジ
ャ
ー
も
参
列
し
た
。
町
制
施
行

45
周
年
に
つ
い
て
は
、
８
月
に
記
念

式
典
・
祝
賀
会
を
実
施
し
。
多
く
の

町
民
と
節
目
を
祝
い
、
各
分
野
で
顕

著
な
功
績
の
あ
っ
た
25
名
を
表
彰
し

た
。
今
年
度
は
各
課
で
実
施
す
る
事

業
等
を
冠
表
記
と
し
、
町
全
体
で
節

目
を
喜
ぶ
機
運
を
高
め
て
い
る
。

問 

戦
争
体
験
者
の
語
り
部
が
減
少

す
る
中
、
今
後
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
の
活
用
は

答	

平
和
事
業
へ
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
を
積
極
的
に
関
わ
ら
せ
る
等

の
育
成
に
力
を
入
れ
た
い
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

問 

社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
す
る
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
が
３
月
で
閉
所
す
る
と

情
報
が
あ
る
が
事
実
か
。
高
齢
者
の

居
場
所
が
な
く
な
る
が
代
わ
り
の
施

策
は

答	

令
和
８
年
度
中
に
閉
所
予
定
。
町

内
に
同
様
の
事
業
所
が
12
ヵ
所
あ

り
、
希
望
さ
れ
る
方
が
必
要
な
支
援

を
継
続
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

事
業
者
感
の
連
携
等
を
丁
寧
に
進
め

る
。

問 

丁
寧
に
進
め
る
と
あ
る
が
利
用
者

に
行
き
届
い
て
い
る
か

答	

利
用
者
へ
の
説
明
は
、
今
後
社
会

福
祉
協
議
会
が
行
う
予
定
。
新
た
な

居
場
所
や
移
動
先
に
つ
い
て
は
、
町

も
協
力
す
る
。

問 

高
齢
者
施
設
の
現
状
と
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
入
居
者
数
及
び
空
き
状

況
と
待
機
数
は

答	

高
齢
者
入
所
施
設
は
13
施
設
で
、

そ
の
内
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
４
施

設
、
定
員
45
人
に
対
し
入
所
者
が
44

人
と
な
っ
て
お
り
、
入
所
待
ち
は
５

人
。

問 

人
手
不
足
で
空
き
が
出
て
も
募
集

を
止
め
て
い
る
状
況
も
聞
い
て
い

る
。
こ
の
現
状
を
ど
う
解
消
す
る
の

か答	

軽
度
な
方
は
介
護
予
防
に
取
り
組

ん
だ
り
、
地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み

づ
く
り
を
全
町
的
に
検
討
中
。

ほ
か
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

⃝
�

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

⃝
�

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
の
設
置
計
画

に
つ
い
て

町長2期目。
更なる町民福祉の向上を！

高齢者の居場所に手厚い対応を求める

町長２期目。向こう４年間の主な政策は

子育てや教育の無償化継続と拡充、高齢者の移動支援強
化など、本町の実情に即した政策を進める。大大

おおおお
浜浜
はまはま

 ヤス ヤス子子
ここ
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Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を
問
う

問 

北
谷
浄
水
場
か
ら
キ
ャ
ン
プ
・
レ

ス
タ
ー
へ
の
給
水
に
関
す
る
資
料
提

供
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
既
に
報
道
や

議
員
へ
の
説
明
会
で
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
内
容
ま
で
黒
塗

り
だ
っ
た
。
理
由
は

答	
北
谷
町
情
報
公
開
条
例
に
基
づ
い

て
行
っ
て
い
る
。
公
開
決
定
等
は
、

北
谷
町
情
報
公
開
条
例
第
７
条
第
２

号
の
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ

て
、
特
定
の
個
人
を
識
別
で
き
る
も

の
と
し
て
、
協
議
参
加
者
の
氏
名
を

非
公
開
と
し
て
い
る
。
同
条
第
４
号

ウ
の
町
の
機
関
と
国
等
の
機
関
と
の

間
に
お
け
る
協
議
、
依
頼
等
に
基
づ

い
て
作
成
し
、
又
は
取
得
し
た
情
報

で
あ
っ
て
、
公
開
す
る
こ
と
に
よ

り
、
国
等
と
の
協
力
関
係
又
は
信
頼

関
係
を
著
し
く
損
な
う
お
そ
れ
が
あ

る
も
の
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
一

部
公
開
と
し
た
。
判
断
主
体
は
、
実

施
機
関
で
あ
る
水
道
事
業
管
理
者
と

な
る
。

問 

契
約
の
相
手
方
が
在
日
米
軍
で
あ

る
場
合
、
情
報
公
開
す
る
こ
と
で
ど

の
よ
う
に
関
係
が
著
し
く
損
な
わ
れ

る
の
か

答	

国
等
と
の
会
議
に
お
い
て
作
成
ま

た
は
取
得
し
た
情
報
は
国
等
と
の
協

力
関
係
を
確
保
す
る
た
め
に
非
公

開
。
公
文
書
と
し
て
の
公
開
は
部
分

公
開
や
一
部
公
開
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
議
員
へ
の

説
明
会
や
議
会
で
の
一
般
質
問
等
で

も
説
明
し
て
い
る
。
本
町
の
情
報
公

開
条
例
は
、
町
民
の
知
る
権
利
を
尊

重
し
、
町
政
の
諸
活
動
を
説
明
す
る

責
務
を
全
う
す
る
事
を
定
め
、
原
則

公
開
が
町
の
基
本
姿
勢
。
町
と
し
て

は
知
る
権
利
が
充
分
に
補
償
さ
れ
て

い
る
よ
う
条
例
を
解
釈
し
運
用
す
る

責
務
が
あ
り
、
非
公
開
情
報
の
範
囲

は
行
政
の
裁
量
が
拡
大
し
な
い
よ
う

具
体
的
か
つ
明
確
に
必
要
最
小
限
に

と
ど
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認

識
。

高
齢
者
福
祉

問 

高
齢
者
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
き
た
の
か
。
ま

た
、
今
後
広
報
ち
ゃ
た
ん
に
結
果
を

掲
載
で
き
な
い
か

答	

主
に
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
や
見
直
し

に
当
た
り
、
高
齢
者
の
生
活
実
態
や

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況
、
今

後
の
ニ
ー
ズ
等
を
把
握
す
る
た
め
の

基
礎
資
料
と
し
て
活
用
。
集
計
結
果

の
概
要
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
。
広
報
ち
ゃ
た
ん
へ
の
掲
載
は
検

討
。

問 

広
報
ち
ゃ
た
ん
へ
の
掲
載
が
可
能

と
な
っ
た
場
合
、
掲
載
時
期
は
い
つ

頃
か

答	

夏
頃
に
福
祉
課
で
実
施
し
て
い
る

事
業
と
併
せ
て
掲
載
で
き
た
ら
と
思

う
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・
多
様
性

を
尊
重
す
る
環
境
づ
く
り

問 

性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
見
ら
れ
た

く
な
い
と
い
う
子
ど
も
の
思
い
を
尊

重
し
、
そ
の
権
利
を
保
障
す
る
視
点

か
ら
学
校
現
場
の
環
境
改
善
が
必
要

で
あ
る
。
男
子
も
カ
ー
テ
ン
の
あ
る

更
衣
室
を
設
け
ら
れ
な
い
か

答	

保
護
者
か
ら
別
室
対
応
し
て
欲
し

い
と
い
う
要
望
が
あ
る
児
童
生
徒

は
、
着
替
え
る
場
所
を
確
保
す
る
等

の
対
応
を
取
っ
て
い
る
。
カ
ー
テ
ン

設
置
は
学
校
の
状
況
等
も
踏
ま
え
調

査
研
究
す
る
。

ほ
か
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

⃝
�

子
ど
も
の
育
ち
と
子
育
て
支
援
の

充
実
に
つ
い
て

⃝
�

産
前
産
後
の
両
親
学
級
を
更
に
充

実
さ
せ
る
取
組
に
つ
い
て

情報公開は、町民の知る権利。
黒塗りなしで公開を！
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こう　れい　しゃ　じん　こう

か い 　  ご 　 　 ほ 　 け ん

に ん 　 て い 　 し ゃ わ り 　 あ い

すい　  い

　本町の総人口は今後減少傾向に転ずる見通しとなっており、高齢化率は年々上昇してい
く見込みです。

　65歳以上の第1号被保険者の要介護認定率
は16.3％（令和2年3月末）であり、前期高
齢者では4.7％、後期高齢者では29.1％と
なっています。年齢別でみると、75歳を過
ぎると急激に要介護認定率が高くなります。
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高齢化率は
上昇傾向
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年齢と共に
認定率は上昇

前期高齢者
4.7%

後期高齢者
29.1%

上勢区 桃原区 栄口区 桑江区 謝苅区 北玉区 宇地原区 北前区 宮城区 砂辺区 美浜区 町全体

高齢化率 19.6％ 18.5％ 22.4％ 25.1％ 24.4％ 27.6％ 26.2％ 13.8％ 24.6％ 16.3％ 12.4％ 20.4％

高齢者数
（65歳以上） 788 352 659 854 507 266 286 426 947 465 332 5,882

人口 4,023 1,902 2,938 3,403 2,075 964 1,092 3,090 3,848 2,846 2,677 28,585

（人）

令和2年9月30日時点　（典拠）住民基本台帳

〇各行政区における高齢化率
かくぎょうせい  く こうれい か りつ

ほんちょう

み　こ

そうじんこう こん ご げんしょうけいこう てん み  とお こうれい か りつ ねんねんじょうしょう

さい い じょう だい　 ごう ひ   ほ けんしゃ

ねん がつまつ ぜん き こうれい わ

れいしゃ こう き  こうれいしゃ

ねんれいべつ さい

きゅうげき ようかい ご にんていりつ たか

す

ようかい ご にんていりつ

しん　  き 　  よ う 　かい　  ご 　  に ん 　てい　しゃ

かい　  ご ひ つ　よう おも り　  ゆ う

女性
1,320人

何にも
参加して
いない人

22％

何らかの
社会活動に
参加している人

78％

　令和元年度新たに要介護等認定を受けた第1号
被保険者は215人でした。介護が必要になった主
な理由を確認したところ、理由として最も多かっ
たのが、「認知症または認知症の疑い」でした。

社会参加アンケートの結果
しゃかい  さん  か けっ  か

　令和2年度に実施した「社会参加アンケート」で、さまざまな社会活動の参加状況を
項目別に質問したところ、要介護等認定を受けていない65歳以上の約8割の方が、何
らかの社会活動に参加していることがわかりました。

町全体
2,522人

何にも
参加して
いない人

23％

何らかの
社会活動に
参加している人

77％

男性
1,127人

何にも
参加して
いない人

25％

何らかの
社会活動に
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　本町の総人口は今後減少傾向に転ずる見通しとなっており、高齢化率は年々上昇してい
く見込みです。

　65歳以上の第1号被保険者の要介護認定率
は16.3％（令和2年3月末）であり、前期高
齢者では4.7％、後期高齢者では29.1％と
なっています。年齢別でみると、75歳を過
ぎると急激に要介護認定率が高くなります。
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　令和元年度新たに要介護等認定を受けた第1号
被保険者は215人でした。介護が必要になった主
な理由を確認したところ、理由として最も多かっ
たのが、「認知症または認知症の疑い」でした。
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項目別に質問したところ、要介護等認定を受けていない65歳以上の約8割の方が、何
らかの社会活動に参加していることがわかりました。
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なっています。年齢別でみると、75歳を過
ぎると急激に要介護認定率が高くなります。
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　本町の総人口は今後減少傾向に転ずる見通しとなっており、高齢化率は年々上昇してい
く見込みです。

　65歳以上の第1号被保険者の要介護認定率
は16.3％（令和2年3月末）であり、前期高
齢者では4.7％、後期高齢者では29.1％と
なっています。年齢別でみると、75歳を過
ぎると急激に要介護認定率が高くなります。
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年齢と共に
認定率は上昇

前期高齢者
4.7%

後期高齢者
29.1%

上勢区 桃原区 栄口区 桑江区 謝苅区 北玉区 宇地原区 北前区 宮城区 砂辺区 美浜区 町全体

高齢化率 19.6％ 18.5％ 22.4％ 25.1％ 24.4％ 27.6％ 26.2％ 13.8％ 24.6％ 16.3％ 12.4％ 20.4％

高齢者数
（65歳以上） 788 352 659 854 507 266 286 426 947 465 332 5,882

人口 4,023 1,902 2,938 3,403 2,075 964 1,092 3,090 3,848 2,846 2,677 28,585

（人）

令和2年9月30日時点　（典拠）住民基本台帳
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　令和元年度新たに要介護等認定を受けた第1号
被保険者は215人でした。介護が必要になった主
な理由を確認したところ、理由として最も多かっ
たのが、「認知症または認知症の疑い」でした。

社会参加アンケートの結果
しゃかい  さん  か けっ  か

　令和2年度に実施した「社会参加アンケート」で、さまざまな社会活動の参加状況を
項目別に質問したところ、要介護等認定を受けていない65歳以上の約8割の方が、何
らかの社会活動に参加していることがわかりました。
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＜男女別の内訳＞
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アンケート結果は広報ちゃたんへ掲載を

北谷町情報公開条例に基づいて行っている

北谷浄水場からキャンプ・レスターへの給水に関す
る資料提供依頼をしたが大部分が黒塗り。理由は
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北谷町議会事務局  ☎（098）936-3382  FAX（098）936-9712
ご意見・ご感想、又はお問い合わせ

編
集
後
記

令和8年3月定例会に傍聴に行こう！令和8年3月定例会に傍聴に行こう！
令和8年3月3日（火）から開催予定

インターネットで町議会を知ろう！
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